教育思想史学会コロキウム４　「〈記憶の場〉に関して視覚文化理論と教育学を接合する試み

――ファシズム／ホロコーストを伝える空間と芸術をめぐって」

『対抗モニュメントと記憶――ドイツにおける現代アートの試み』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川　檀

【1】 ドイツの記念碑建造ブームとそれに対する批判

「記憶の場」は、近代以降とくに史跡、博物館、記念碑に集中

８０年代以降、ドイツにおけるホロコースト記念碑（「警告碑」）の建造ブーム

　現在も、ベルリンに中央ホロコースト記念碑「虐殺されたヨーロッパ・ユダヤ人のための慰霊碑」（ピーター・アイゼンマン設計）が建造中
　　比較）「反ナチ抵抗闘士の像」（1953）、強制収容所跡の記念碑（60年代末）

　　　　　「ユダヤ人行方不明者のための記念碑」（1988）

　　　

記念碑への批判

· 誰を追悼するのか

　　　対象を名指すことで、それ以外の犠牲者を排除してしまう（シンティ・ローマ等）

　　　　ユダヤ人犠牲者をひとまとめにしてしまう（個々の経験は多様なのに）

　　　　

・誰のための追悼か

　　　　「ユダヤ人のためでなく、私たちの政治的な自己理解の公言として」（連邦議会議長W.ティールゼ）

　・なぜ記念碑なのか

　　　　文化国家の体面を保つための事業であり、教養エリート主義

記念碑による追悼の形骸化　　批判はすでに１９世紀から

· 記念碑の語りの構造（ナラティヴ）に関する近年の批判的議論

· 想起を命じモラルを押しつける権威主義

· 無時間性　　　過去を硬直させ歴史を閉じてしまう

· フォルムへのフェティシズム　（⇔歴史資料／リアリズム絶対主義）

悲惨な現実を芸術の文脈に置き換え（aesthetisize）ることは倫理的に許されない 

造形化／再現-表象（representation）と現実参照性（referentiality）との相克

【2】 現代美術による批判的介入としての記憶アート（あるいは対抗モニュメント）

作品例〈１〉Christian.Boltanski(1944- )　　“The Missing House”(1990)

　　　　　　　　

　　　　　　　ベルリンでかつてユダヤ人が多く住んだ地域にある住宅跡地について、その最後の住人たちの名前と居住期間、職業をプレートに記し、空き地を挟む左右の建物の壁に貼った作品

　　　　　　　（展覧会の出品作としては、記録資料や所持品などのガラスケースも）

　　　　　　　日常空間のなかで生活者が抹殺された痕跡を、個々人について想起

　　　　　　　　

作品例〈２〉Jochen Gerz (1964- )　＆　Esther　Shalev-Gerz　《ハールブルク反ファシズム警告碑》　“Das Harburger Mahnmal gegen Faschismus”(1986-93)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　ハンブルク郊外ハールブルク市の商店街に、高さ１２メートルの金属製の柱をたて、訪れた人や通行人に署名をしてもらい、書き込みで一杯になると徐々に地中に埋めていくもの。９３年に完全に沈み、現在はその柱頭の面と解説プレートが見えるのみ。地下道脇から地中部分がのぞける。

　　　　　　　自己消滅する反モニュメント　　７カ国語で呼びかけ

　　　　　　　　　　　　　

作品例〈３〉Sigrid Sigurdsson (1943- )　《静寂の前に》“Vor der Stille”(1989- )
　　　　　　　美術館に収蔵されているが、諸国を旅する作品

　　　　　　　本棚、蒐集したドキュメント（手紙、日記、写真など）をスクラップした本、オブジェ（過去の記憶にまつわる品々）を収めたガラスケース、

アート、アーカイヴ、モニュメンタルな広義の「彫刻」の中間的な性格、観客の参加

個々の品々の組み合わせから暗示的に生まれる意味が、言語の論理によって構成される意味づけを解き放ち、観者の想像力や無意識の記憶を喚起
【３】“忘却の時代”における記念碑の可能性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――意味の開かれた〈記憶の場〉へ
· 造形化／再現-表象（representation）と現実参照性（referentiality）の相克について

　　　完全な美的フィクションでも、記録証言のみの提示でもない第三の方向

　　　表象不可能なものの存在を暗示する表象のモード、「目撃証言をこえて〈知〉を創出しようとする衝動」（Huyssen）がある
　　　　　　　ここでいう〈知〉は、物語性や合理的解釈ではない身体レベルでの感受や、個々人の想像力を喚起するための配慮をほどこされた空間表現へ
　　　　　
　　　　　
・記念碑がもつ特定の歴史解釈のおしつけ、道徳的な物語性をどう回避するか
　　　　　
　　　　　　　　　      A
 C                 B
　　　　　（否定）　　　　　　（肯定）
A　（記念碑を建て、受容する現代の私たち）
B（想起される対象：戦没者、ナチ抵抗者、ユダヤ人、ナチの犠牲となった同性愛者etc.　あるいは掲げられるモラル）

C　（Bを死に至らしめた敵国や加害者、あるいは打倒・克服されるべき反モラル）
BかCかという二者択一でないアイデンティファイのしかたがあるはず
・間テクスト性
　　　　近年、ミュージアム、記念碑、歴史記述の境界が流動化してきた。
どれだけ境界越境をしてホロコーストにかんする他の言説にまで踏み込めることができるか、どれだけ私たちを他のテクスト、他の歴史と関わらせることができるか、が記念碑の新たなチャンスに（Huyssen）
例）Sigurdsson.　　ポーランドなど他国に出展してそこの声をとりこむ試み
　　　　　　　　　　他者の歴史と関わらせている
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